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大
学
の
開
学
五
十
周
年
、
三
年
後
の
学
園
百
周

年
を
念
頭
に
学
園
な
ど
の
組
織
、
人
事
見
直
し 

 

学
園
の
新
規
採
用
者
、
任
命
者
及
び
昇
格
者
へ
の
辞
令
交
付
式
、
年
度
始
め
式
、
設
置
校
の

ト
ッ
プ
を
切
る
愛
知
工
業
大
学
入
学
式
等
が
四
月
一
日
、
本
部
棟
、
大
学
施
設
内
で
相
次
い
で

行
わ
れ
、
平
成
二
十
一
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
園
は
四
月
一
日
付
で
、

組
織
変
更
と
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
年
度
始
め
式
で
後
藤
淳
理
事
長
は
、
今
年
、
開
学
五

十
周
年
を
迎
え
る
大
学
、
三
年
後
に
創
立
百
周
年
と
な
る
学
園
発
展
に
向
け
て
、
教
職
員
の
一

層
の
尽
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
四
月
か
ら
工
学
部
、
経
営
学
部
、
情
報
科
学
部
の
三
学
部
体

制
と
な
っ
た
愛
工
大
の
本
年
度
ス
タ
ッ
フ
も
決
ま
り
ま
し
た
。 

理
事
長
、
学
長
が
年
度
始
め
式
で
教
職
員
に
一
層
の
尽
力
を
要
望 

年度始め式で教職員を前にあいさつする

後藤淳理事長 

 

年
度
始
め
式
は
、
八 

草
キ
ャ
ン
パ
ス 

号
館 

二
階
大
講
義
室
で
行
わ 

れ
、
後
藤
淳
理
事
長
、 

後
藤
泰
之
学
長
が
、
そ 

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
。
そ 

の
中
で
理
事
長
は
「
大 

学
は
今
年
、
開
学
五
十 

周
年
を
迎
え
、
名
古
屋 

電
気
学
講
習
所
と
し
て 

ス
タ
ー
ト
し
た
学
園
も 

あ
と
三
年
で
百
周
年
を 

迎
え
ま
す
」
と
述
べ
、 

学
園
の
発
展
の
た
め
に 

10

 
教
職
員
の
一
層
の
尽
力
を
呼 

 

び
か
け
ま
し
た
。
学
長
も
入 

 

試
状
況
の
回
復
に
触
れ
「
皆 

 

さ
ん
が
危
機
意
識
を
共
有
し 

 

て
、
一
致
団
結
し
た
結
果
で 

 

す
。
今
後
も
力
を
合
わ
せ
、 

 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
あ 

 

い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 
 

大
学
の
発
展
に
功
労
の
あ 

 

っ
た
教
職
員
に
贈
ら
れ
る
学 

 

長
賞
の
発
表
、
表
彰
、
新
規 

 

教
職
員
ら
の
紹
介
も
行
わ
れ 

 

ま
し
た
。
（
学
長
賞
受
賞
者 

 

は
十
一
㌻
に
掲
載
） 

 
 

 今日から、平成21年度がスタートします。昨

年来の経済不況の波は、まだ、しばらく続くだ

ろうと思います。その中で学園の運営、組織に

ついては、一部見直しをして4月から実施しま

す。また、大学も4月から3学部となり､（名古

屋市千種区の）自由ヶ丘に、来年春開設を目指

して、経営学部の新キャンパス建設を進めてい

ます。工科系大学から（経営学部という）文系が生まれるの

は、画期的なことだと思います。 

 大学は、昭和34年に（名古屋市千種区の）若水で産声を上

げ、昭和40年に（豊田市八草町八千草に）用地を購入、各学科

ごとに順次、移ってきました。キャンパス内はほぼ整備されま

したが、建物は耐震化などで見直しの必要があり、まず、1号館

を取り壊し、その跡に情報科学部を中心とする新1号館を建て

る、というような様々な取り組みを行っていきます。あと3年後

には、名古屋電気学講習所としてスタートした名古屋電気学園

が、100周年を迎えます。その時期は、ちょうど欧米から様々な

新しい科学、技術が（日本へ）入ってきた時であり、（技術者

の人材育成を求める）産業界の要望でできたのが本学園です。

現在の世界不況の中でも、資源のない日本では最終的に、〝技

術の力〟が求められており、学園の果たす役割は大きいと思い

ます。皆さんの持てる力を発揮して、本年度も学園発展のため

一層のご尽力をお願いします。 

後藤淳理事長のあいさつ要旨 
中国・テレビ局が理事長取材 

 

中
国
中
央
電
視
台
（
北 

京
）
が
、
六
月
か
ら
全
国 

放
映
す
る
番
組
「
新
中
国 

体
育
六
十
年
」
（
仮
称
） 

の
た
め
五
月
一
、
七
日
、 

後
藤
淳
理
事
長
や
豊
田
市 

八
草
町
の
愛
知
工
業
大
学 

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
を
取
材 

し
て
回
り
ま
し
た
。 

 

番
組
は
、
各
種
ス
ポ
ー 

ツ
の
歴
史
を
関
係
者
の
取 

四
十
六
年
の

名

古

屋
・
世

界
卓
球
選
手

権
大
会
等
を

取
り
上
げ
ま

す
。
一

日

は

電
視
台
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー

ら
二
人
が
、

名
古
屋
市
内

の
理
事
長
宅

を

訪

れ
、
当

時
、
日
本
卓
球
協
会
会
長
で
学

園
理
事
長
・
学
長
の
後
藤
鉀
二

先
生
が
中
国
卓
球
団
を
大
会
に

招
待
し
た
経
緯
等
を
取
材
し
ま

し
た
。 

（
写
真
は
取
材
風
景
） 

 

材
等
を
通
し
て
シ
リ
ー
ズ
で 

 

紹
介
。
そ
の
中
の
卓
球
で
は 

 

中
国
卓
球
団
参
加
で
日
中
正 

 

常
化
等
に
つ
な
が
っ
た
昭
和 

中
国
で
六
月
か
ら
全
国
放
映 
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愛工大「平成21年度新体制」決まる 
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 総長補佐  澤木 宣彦・工学部教授 

 学長補佐  酒井 忠雄・工学部教授 
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新
設
の
経
営
学
部
長 

に
近
藤
教
授
、
同
じ
く 

情
報
科
学
部
長
に
阿
部 

教
授
の
ほ
か
、
基
礎
教 

育
セ
ン
タ
ー
長
に
柳
井 

教
授
、
教
学
セ
ン
タ
ー 

長
に
山
田
教
授
、
同
副 

セ
ン
タ
ー
長
に
服
部
教 

授
、
入
試
セ
ン
タ
ー
長 

に
建
部
教
授
、
高
大
連 

携
推
進
室
長
に
鈴
木
教 

授
、
戦
略
的
大
学
連
携 

室
長
に
曽
我
部
教
授
が 

 
そ
れ
ぞ
れ
新
し
く
就
任
し
ま 

 

し
た
。 

 
 

そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
は
留 

 

任
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

（
写
真
は
、
上
段
左
か
ら 

 

近
藤
・
経
営
学
部
長
、
阿
部 

 

・
情
報
科
学
部
長
、
柳
井
・ 

 

基
礎
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
山 

 

田
・
教
学
セ
ン
タ
ー
長
、
服 

 

部
・
同
副
セ
ン
タ
ー
長
、
建 

 

部
・
入
試
セ
ン
タ
ー
長
。 

 
 

下
段
左
か
ら
鈴
木
・
高
大 

 

連
携
推
進
室
長
、
曽
我
部
・ 

  

戦
略
的
大
学
連
携
室
長
） 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

  

総長補佐、学長補佐の皆さま 

新
総
長
補
佐
に
澤
木
工
学
部
教
授 

 

総
長
補
佐
、
学
長
補
佐
の
皆

さ
ま
は
下
記
の
通
り
で
す
。
四

月
か
ら
工
学
部
電
気
学
科
教
授

に
就
任
し
た
澤
木
宣
彦
氏
が
新

し
く
総
長
補
佐
に
加
わ
り
ま
し

た
。 

 
（
写
真
は
、
後
藤
淳
理
事
長
か
ら
辞
令
を

受
け
取
る
澤
木
教
授
㊨
） 
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愛
工
大
、
附
属
中
学
校
の
各
整
備
進
め
る 

 
 

来
年
四
月
に
開
設
を
予
定 

 

し
て
い
る
愛
工
大･

名
古
屋 

 

自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地 

 

鎮
祭
が
四
月
十
六
日
、
建
設 

 

地
の
名
古
屋
市
千
種
区
自
由 

 

ヶ
丘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

名
古
屋 

自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン 

 

ン
パ
ス
は
、
地
上
四
階
、
地 

 

下
一
階
で
、
延
べ
床
面
積
は 

 

約
四
千
七
百
五
十
平
方
㍍
。 

 

今
年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
経 

 

営
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し 

 

て
、
同
学
部
の
経
営
情
報
シ 

 

ス
テ
ム
専
攻
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ 

 

ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻
の
二
専
攻 

 

が
入
り
ま
す
。 

 
学
園
は
現
在
、
名
古
屋
市
千
種
区
で
愛
工
大
経
営
学
部
の
拠

点
と
な
る
名
古
屋 

自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
（
略
称 

自
由
ヶ
丘

キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
建
設
中
の
ほ
か
、
来
年
中
に
八
草
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
新
１
号
館
（
仮
称
）
を
新
設
。
ま
た
、
附
属
中
学
校
の

新
校
舎
建
設
と
各
設
置
校
の
施
設
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

名古屋 自由ヶ丘キャンパス 

自由ヶ丘キャンパス完成イメージ 

地鎮祭で工事の安全

を祈り鍬入れをする

後藤淳理事長 

 
 

講
義
室
、
研
究
室
の
ほ
か 

 

市
民
も
利
用
で
き
る
交
流
ラ 

 

ウ
ン
ジ
な
ど
も
設
け
る
予
定 

 
で
す
。
地
下
鉄
名
城
線
・
自 

 
由
ヶ
丘
駅
に
近
く
通
学
に
便 

 

利
で
、
ま
た
、
本
山
キ
ャ
ン 

 

パ
ス
に
も
近
い
な
ど
魅
力
に 

 

富
ん
だ
キ
ャ
ン
パ
ス
と
い
え 

 

ま
す
。 

 
 

地
鎮
祭
に
は
後
藤
淳
理
事 

 

長
、
後
藤
泰
之
学
長
、
近
藤 

 

高
司
経
営
学
部
長
ら
学
園
、 

 

大
学
幹
部
、
建
設
関
係
者
ら 

 

が
出
席
し
ま
し
た
。
後
藤
淳 

 

理
事
長
が
鍬
（
く
わ
）
入
れ 

 

な
ど
を
行
っ
て
、
工
事
の
安 

 

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

 
 

工
事
が
予
定
通
り
に
進
め 

 

ば
、
来
年
三
月
末
に
完
成
の 

 

は
こ
び
と
な
り
ま
す
。 

新
Ⅰ
号
館 

 
 

四
月
か
ら
三
学
部
体
制
と 

 

な
り
〝
工
科
系
総
合
大
学
〟 

 

と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み 

 

出
し
た
愛
工
大
の
八
草
キ
ャ 

 

ン
パ
ス
に
は
、
取
り
壊
し
た 

 

１
号
館
跡
に
「
新
１
号
館
」 

 

（
仮
称
）
を
来
年
夏
の
完
成 

 

を
目
指
し
、
建
設
し
ま
す
。 

 
 

新
館
は
、
七
階
建
て
延
べ 

 
床
面
積
約
七
千
六
百
平
方
㍍ 

 
で
、
館
内
に
は
、
国
内
最
高 

 

水
準
の
メ
デ
ィ
ア
制
作
環
境 

 

を
備
え
た
メ
デ
ィ
ア
ラ
ボ
、 

 

学
生
ら
の
交
流
や
憩
い
の
場 

 

と
な
る
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
、 

 

カ
フ
ェ
な
ど
も
設
け
ら
れ
ま 

 

す
。 

 
 

建
設
予
定
地
に
完
成
イ
メ 

 

ー
ジ
や
各
階
に
設
置
さ
れ
る 

 

施
設
を
紹
介
し
た
看
板
（
縦 

 

二
・
七
㍍
、
横
一
・
㍍
）
も 

 

設
置
さ
れ
、
学
生
や
外
来
者 

 

の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。 

八草キャンパスの新たなシンボル

となる新１号館（右建物）の完成

イメージ 

附属中学校に新校舎 

 

が
あ
り
ま
す
。 

 
 

竣
工
式
は
新
校
舎
正
面
玄 

 

関
前
で
行
わ
れ
、
後
藤
淳
理 

 

事
長
が
「
新
校
舎
完
成
を
機 

 

に
中
学
、
高
校
を
擁
す
る
こ 

 

こ
を
〝
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
〟 

 

と
し
て
、
両
校
の
一
層
の
発 

 

展
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」 

 

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
理
事 

 

長
、
後
藤
泰
之
学
長
、
佐
藤 

 

忍
名
電
高
校
校
長
、
横
地
徹 

 

附
属
中
学
校
校
長
、
工
事
関 

 

係
者
ら
が
紅
白
の
テ
ー
プ
に 

 

は
さ
み
を
入
れ
、
完
成
を
祝 

 

い
ま
し
た
。 

 
 

中
学
校
は
四
月
六
日
の
入 

 

学
式
の
後
、
新
学
期
を
ス
タ 

 

ー
ト
し
ま
し
た
。 

新校舎完成を祝って正面玄関前にはられた紅白

のテープにはさみを入れる後藤淳理事長（右か

ら４人目）、後藤泰之学長（同３人目） 

明
る
く
機
能
的
な
附
属
中
学
校
新
校
舎 

 

新
し
く
建
て
ら
れ
た 

愛
工
大
附
属
中
学
校
校 

舎
の
竣
工
式
が
三
月
三 

十
一
日
、
名
古
屋
市
千 

種
区
若
水
の
同
所
で
行 

わ
れ
ま
し
た
。 

 

学
園
は
、
古
い
校
舎 

 

を
取
り
壊
し
た
跡
に
地
下
一 

 

階
、
地
上
五
階
建
て
延
べ
床 

 

面
積
五
千
九
百
八
十
平
方
㍍ 

 

の
新
校
舎
を
、
建
設
し
ま
し 

 

た
。
校
舎
は
隣
接
の
名
電
高 

 

校
と
マ
ッ
チ
し
た
明
る
い
造 

 

り
で
、
教
室
以
外
に
地
下
一 

 

階
に
旧
校
舎
に
な
か
っ
た
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 平成21年4月1日付の組織変更と人事異動 
 

 

 

◇人事関係 

 ◆組織変更（4月1日） 

  ＜大学の学部・学科再編＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜事務組織の変更等＞ 

  ▼「学園事務局」と「大学事務局」、及び「総合企画本部」を統合し、「事務局」とする。     

  ▼「学園百周年事業準備室」、「学園企画推進室」を新設する。 

  ▼「総長・学長室」は「秘書室」とし、「総務部」に置く。 

  ▼「総合企画本部」の「企画広報課」は「広報課」として「総務部」に置き、「経営企画課」    

   は大学の「大学企画推進室」と併せ、「学園企画推進室」に統合される。 

 ▼「事務局」に「総務部」、「財務部」、「管理部」、「システム管理部」、「学園百周年事    

  業準備室」、「学園企画推進室」を置く。 

 ▼「総務部」に「秘書課」、「総務課」、「学務課」、「人事課」、「助成課」、「広報課」､    

  「警備課」を置く。 

 ▼「若水事務本部」を廃止する。「高校事務部」と「中学事務部」を統合し、「若水事務部」    

  とする。 

 ▼「経営情報科学部」、「経営学部」、「情報科学部」の事務体制は、各学部に「事務室」を    

  を設け、各学部・学科の事務を担当する。 

 ▼高校と中学の渉外業務を行う「若水渉外部」を新設する。 

 ▼「課長補佐」と「主査」の職名を統一し、「主査」とする。 

 ◆人事異動（4月1日付、退職、任期満了、委嘱終了及び兼務解除は3月31日付） 

  （カッコ内は前職、「・」は兼務、大学教員の専攻名、組織名称の変更者、及び敬称は省略） 

 【任命】（継続・再任を除く） 

  （大学） 

      経営学部長  経営学部経営学科教授・経営情報科学部長・本山キャンパス長 近藤 高司 

    情報科学部長                 情報科学部情報科学科教授 阿部 圭一 

    基礎教育センター長                基礎教育センター教授 柳井 裕道 

    教学センター長                  工学部応用化学科教授 山田 英介 

     平成20年度（変更前） 平成21年度（変更後） 

工学部 電気学科   電気工学専攻 

           電子工学専攻 

           情報通信工学専攻 

工学部 電気学科   電気工学専攻 

           電子情報工学専攻 

  

    応用化学科  応用化学専攻 

     

    応用化学科  応用化学専攻 

           バイオ環境化学専攻 

機械学科   機械工学専攻 

       知能機械工学専攻 

機械学科   機械工学専攻 

       機械創造工学専攻 

都市環境学科 土木工学専攻 

           建築学専攻 

建築コース 

住居デザインコース 

都市環境学科 土木工学専攻 

    建築学科   建築学専攻 

           住居デザイン専攻 

経営情報科学部 

    経営学科   経営情報専攻 

           マーケティング専攻 

           ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻 

    情報科学科  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ専攻 

メディア情報専攻 

経営学部 

    経営学科   経営情報ｼｽﾃﾑ専攻 

           ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻 

           ｽﾎﾟｰﾂﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ専攻 

情報科学部 

   情報科学科  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ専攻 

メディア情報専攻 
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    入試センター長                   工学部建築学科教授 建部 謙治 

    高大連携推進室長            経営学部経営学科教授・学長補佐 鈴木 達夫 

    教学センター副センター長             経営学部経営学科教授 服部 洋兒 

 【新規採用】 

  （大学） 

    工学部電気学科教授・総長補佐                      澤木 宣彦 

    工学部応用化学科教授                          早川 芳宏 

    情報科学部情報科学科教授                        末永 康仁 

    情報科学部情報科学科教授                        小林  正 

      工学部機械学科准教授                          奥川 雅之 

    基礎教育センター准教授                         大島 和幸 

      基礎教育センター講師                          川口 洋誉 

    情報科学部情報科学科講師                        水野 慎士 

  （高校） 

      教諭                                  後藤 敏春 

    教諭                                  近藤 孝芳 

    教諭（常勤講師）                            安武 正浩 

    教諭（常勤講師）                            大澤 和貴 

    教諭・中学教諭（常勤講師）                       風岡 陽子 

    教諭・中学教諭（常勤講師）                       梅村 和正 

（中学） 

    教諭・高校教諭（常勤講師）                       福嶋 則人 

 【新規委嘱】 

  （事務局） 

      総務部付（大学学生支援本部キャリアセンター次長）＝嘱託         石川 貴之 

  （大学院） 

    工学研究科客員教授                           本水 昌二 

    経営情報科学研究科客員教授                       神尾  隆 

    工学研究科ポストドクトラル研究員                  ﾇﾜﾝﾗｵ･ﾗﾀﾅｲﾏﾙﾝﾜﾝ 

  （大学） 

    工学部都市環境学科特任教授（同教授）                  森野 奎二 

      工学部機械学科客員教授（特任教授）                   酒井 春雄 

      工学部建築学科客員教授（教授）                     比嘉俊太郎 

    工学部都市環境学科客員教授                       小島 浩司 

    基礎教育センター客員教授                        川合 政仁 

    研究支援本部総合技術研究所客員教授・大学産学連携コーディネーター    熊沢 英博 

    入試本部入試センター参与（同参事）＝嘱託                吉田 光善 

    工学部機械学科嘱託技術職員                       瀧川 幾朗 

    工学部機械学科嘱託技術職員                       松野 政数 

    基礎教育センター嘱託技術職員                      大鐘  亮 

（専門学校） 

    特任教授（同教授）                           島  悦郎 

    事務部嘱託職員                             栗本 武司 

（若水事務部） 

    嘱託職員                                真田 浩二 

（高校） 

    常勤講師                                橋本慎太郎 

    常勤講師                                藤澤 和子 

    常勤講師・中学常勤講師                         柴田 暁文 

    常勤講師・中学常勤講師                         森  啓樹 
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    嘱託技術職員                              伊藤 大助 

（中学） 

    常勤講師・高校常勤講師                         荒川 洋吏 

    常勤講師・高校常勤講師                         平岩 大作 

 【昇格】 

  （事務局） 

    財務部長（学園事務局財務部次長）                    川出 善晴 

    総務部総務課係長（同事務主任）                     中野 正博 

    財務部会計課係長（同事務主任）                     奥野 佳宏 

（大学） 

    工学部都市環境学科教授（同准教授）                   内田 臣一 

    工学部建築学科教授（都市環境学科准教授）                神谷 清仁 

    工学部建築学科教授（都市環境学科准教授）                松本壮一郎 

    経営学部経営学科教授（同准教授）                    小森 清久 

    情報科学部情報科学科教授（工学部電気学科准教授）            中村 栄治 

    工学部機械学科准教授（同講師）                     中山 雄行 

    工学部都市環境学科准教授（同講師）                   岩月 栄治 

    学生支援本部教学センター次長（経営情報科学部事務室事務長）       河野  信 

    工学部機械学科事務室主査（同係長）                   林  葉子 

    学生支援本部主査（同係長）                       河野ひとみ 

    図書館図書課主査（同係長）                       加藤 直美 

    図書館図書課主査（同係長）                       有田 哲治 

    工学部都市環境学科事務室係長（同事務主任）               宮川早和子 

    学生支援本部教学センター教務課係長（同事務主任）            高間 智美 

    学生支援本部教学センター学生課係長（同事務主任）            桝岡 憲司 

    学生支援本部教学センター学生課事務主任（同事務職員）          藤堂 友子 

（専門学校） 

    事務部主査（同係長）                          兼子  聡 

（若水事務部） 

    事務長（若水事務本部事務部長・高校事務部事務長）            若杉 和彦 

    主査（中学校事務部係長・高校事務部係長）                増田  朗 

（若水渉外部） 

    副部長（中学事務部事務長）                       小田 悠祐 

    係長（若水事務本部高校事務部事務主任）                 岩科 誠治 

【所属変更・兼務・職名変更等】 

  （学科再編による教員の異動、事務組織変更・組織名称変更による事務職員の異動、中学高校間の 

  教員の異動、課長補佐から主査への職名変更及び大学研究費不正防止推進室の兼務・兼務解除は省 

  略）                                            

 （事務局） 

    局次長・大学事務局長（大学事務局長）                  宍戸  哲 

    局次長・事務局総務部長（総合企画本部長）                後藤 尚之 

    参与・事務局学園百周年事業準備室長（学園事務局総務部長）        林  憲二 

    学園企画推進室長・大学入試本部入試センター次長・同入試課長（大学入試本部入試センタ 

    ー次長・同入試課長・大学企画推進室課長）                鈴木  康 

（大学） 

    研究支援本部事務長・同課長（大学教学センター次長）           原田  建 

    本山キャンパス事務室事務長・経営学部事務室事務長（大学本山キャンパス事務室事務長） 

                                        宇田 秀樹 

    経営情報科学部事務室事務長･情報科学部事務室事務長（大学基礎教育センター事務室課長） 

                                        佐藤 友泰 

平成21年6月19日（６） 
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    基礎教育センター事務室課長（大学研究支援本部課長）           水野 一平 

    経営学部事務室主査・経営情報科学部事務室主査（大学経営情報科学部経営学科事務室課長 

    補佐・同情報科学科事務室課長補佐）                   小島 雅子 

    基礎教育センター事務室係長（大学機械学科事務室係長）          柏本智恵美 

    情報科学部事務室係長・経営情報科学部事務室係長（大学学生支援本部教学センター教務課 

    係長）                                 工藤 洋子 

    学生支援本部教学センター教務課事務主任・事務局学園企画推進室事務主任（大学学生支援 

    本部教学センター教務課事務主任・大学企画推進室事務主任）        山田 真吾 

    入試本部入試センター入試課事務職員・事務局学園企画推進室事務職員（大学入試本部入試 

    センター入試課事務職員・大学企画推進室事務職員）            石原 弘士 

    経営情報科学部経営学科事務室事務職員・情報科学部事務室事務職員（大学経営情報科学部 

    経営学科事務室事務職員・同情報科学科事務室事務職員           髙田 奈美 

（高校） 

    教諭・若水渉外部長                           平田 俊之 

    教諭・若水渉外部教諭                          犬飼 由彦 

    教諭・若水渉外部教諭                          日比野義行 

【兼務解除】 

  （組織の統合等により廃止された部署の兼務解除、任期付職務、本務と兼務の入替えによる兼務 

  解除は省略） 

（事務局） 

    学園事務局財務部長の兼務を解く                事務局長 三輪 博美 

    学園事務局総長・学長室事務主任の兼務を解く 事務局総務部人事課事務主任 後藤 珠水 

（大学） 

    基礎教育センター長の兼務を解く          基礎教育センター教授 吉賀 憲夫 

    教学センター長の兼務を解く           工学部都市環境学科教授 成田 国朝 

    入試センター長の兼務を解く             工学部機械学科教授 渡辺  修 

    高大連携推進室長の兼務を解く           工学部応用化学科教授 稲垣 愼二 

    教学センター副センター長の兼務を解く     情報科学部情報科学科教授 伊藤  雅 

【退職】（ ）内は21年度 

 （大学） 

    機械学科 加藤厚生教授▽都市環境学科森野奎二教授（特任教授）、比嘉俊太郎教授（客員 

    教授）、林金之教授▽情報科学科 櫃田倍之教授▽基礎教育センター 小木曽基弌教授、ジ 

    ョン・ヒュゲット准教授▽キャリアセンター 石川貴之次長（事務局総務部付）▽入試セン 

    ター 吉田光善参事（参与）▽研究支援本部 永田純作事務長 

（専門学校） 

    島悦郎教授（特任教授） 

（高校） 

    桜井正一学監･中学学監、河口一雄教諭､ 

    羽佐田修二教諭、中丸秀俊教諭、武田真 

    知子教諭 

（中学） 

    山田真紀教諭 

【任期満了】（ ）内は21年度 

（大学） 

    経営学科 白岩義夫特任教授･専門学校長（専門学校長）▽機械学科 酒井春雄特任教授（客 

員教授） 

【委嘱終了】 

（大学） 

    応用化学科 柘植新客員教授▽基礎教育センター 佐藤嘉國客員教授、飯塚雄紀実習補助員 

    （3/20付）▽機機械学科 今泉勝嘱託職員、加藤勝治嘱託職員、下里広実習補助員▽都市環 

    境学科 深瀬雅央実習補助員、黒澤啓之実習補助員▽ポストドクトラル研究員 康暁紅▽管 

    財課 河村幸博嘱託職員（出向） 



   平成20年度退職者辞令交付式 

 ３月27日、本部棟２階会議室で開かれ、後藤淳

理事長が定年退職者一人ひとりに、辞令と記念品

を手渡しました。理事長が、退職者の経歴や業績

などを紹介し、学園への功労をたたえた後、比嘉

俊太郎教授が代表し、謝辞を述べました。 

 （写真は、後藤淳理事長〓右から４人目〓を囲

み記念写真に収まる退職者ら） 

（高校） 

  加藤雅子常勤講師、宮田一輝実習補助員 

（中学） 

  西川健常勤講師・高校常勤講師 

 【休職】 

  3月25日付            大学学生支援本部エクステンションセンター係長 竹松  宏 
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 活躍期待しています 

   平成21年度各辞令交付式 

 新規採用者の辞令交付式は4月1日午前、本部棟

内の会議室で行われました。後藤淳理事長が､愛

工大など各設置校教員に就任した15人一人ひとり

に辞令を手渡した後、激励しました。また、任

命・昇格者辞令交付式も午後から行われ、理事長

が昇格者ら一人ひとりに辞令を手渡しました。 

 （写真は、新規採用者の辞令交付式） 

 ご苦労様でした 
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程
の
代
表
に
修
士
の
学
位
記
、
学
部
の 

代
表
に
卒
業
証
書
・
学
位
記
を
、
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
し 

た
。
そ
の
後
、
卒
業
生
に
「
豊
か
な
人
間
性
と
確
か
な
学 

識
、
そ
し
て
広
い
視
野
と
高
い
志
を
あ
わ
せ
持
っ
た
新
し 

い
時
代
の
担
い
手
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
、
は 

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
、
後
藤
淳
理
事
長
・
総
長
が
「
大 

学
等
で
培
っ
た
技
術
と
知
識
を
生
か
し
、
産
業
界
で
大
い 

に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
成
績 

優
秀
者
に
学
園
賞
、
瑞
若
（
同
窓
会
）
賞
、
後
援
会
賞
の
三
賞
が
贈
ら
れ
、
最
後
に 

卒
業
生
を
代
表
し
電
気
学
科
の
鈴
村
利
文
君
が
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 

式
場
の
鉀
徳
館
入
り
口
で
は
、
卒
業
式
の
立
て
看
板
を
前
に
ス
ー
ツ
や
は
か
ま
姿 

 卒
業
生
の
門
出
を
祝
福
し
て

行
わ
れ
た
愛
工
大
の
卒
業
式 

写真上は、晴れ姿の子ども

らの姿を写真に撮る保護

者。写真下は、後輩らに胴

上げされる卒業生 

の
卒
業
生
ら
が
、
記
念
写 

真
を
撮
り
合
っ
て
い
ま
し 

た
。
ま
た
、
各
サ
ー
ク
ル 

の
部
員
ら
が
、
晴
れ
着
姿 

の
先
輩
に
花
束
贈
呈
や
胴 

上
げ
で
、
門
出
を
祝
福
す 

る
シ
ー
ン
が
あ
ち
こ
ち
で 

見
ら
れ
ま
し
た
。 

学 園 だ よ り 



 

第136号 （9）平成21年6月19日 

愛
工
大
名
電
高
校 

校
長
が
卒
業
生
代
表
と
握
手
し
新
し
い
一
歩
を
祝
福 

 

◎
…
平
成
二
十
年
度
卒
業
証 

 

書
授
与
式
が
三
月
二
日
、
講 

 

堂
兼
体
育
館
の
喬
徳
館
で
行 

 

わ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
の
日
を 

 

迎
え
た
卒
業
生
は
今
回
が
最 

 

後
の
卒
業
生
と
な
る
電
気
、 

 

電
子
、
機
械
科
の
ほ
か
情
報 

 

科
学
科
、
普
通
科
合
わ
せ
て 

 
五
百
七
十
四
人
。
式
で
は
、 

 
佐
藤
忍
校
長
が
電
気
科
か
ら 

 

順
に
各
科
代
表
に
卒
業
証
書 

 

を
授
与
し
ま
し
た
。
佐
藤
校 

 

長
の
式
辞
、
後
藤
淳
理
事
長 

 

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
学
校 

 

表
彰
、
愛
知
県
知
事
賞
な
ど 

 

外
部
団
体
表
彰
が
あ
り
ま
し 

 

た
。
普
通
科
二
年
の
矢
崎
花 

 

織
さ
ん
が
送
る
言
葉
を
述
べ 

 

た
の
を
受
け
、
卒
業
生
を
代 

 

表
し
て
相
撲
部
で
国
内
外
で 

 

活
躍
し
た
普
通
科
、
神
山
達 

 

哉
君
が
部
活
動
の
思
い
出
を 

壇上で、激励を込め神山達哉君

と握手する佐藤忍校長 

 

交
え
て
「
上
の
学
校
に
進
み 

 

名
電
の
恩
師
を
越
え
る
先
生 

 

を
目
指
し
た
い
」
と
答
辞
を 

 

述
べ
、
壇
上
で
激
励
の
握
手 

 

を
佐
藤
校
長
か
ら
受
け
て
い 

 

ま
し
た
。
卒
業
式
の
後
、
各 

 

ク
ラ
ス
ご
と
に
担
任
が
一
人 

 

ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
手
渡 

 

し
、
祝
福
の
言
葉
を
か
け
て 

 

い
ま
し
た
。 

式の後、正面玄関前で在校生か

ら胴上げで祝福される卒業生 

愛工大情報電子専門学校 

夢
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト

 

た
。
続
い
て
後
藤
淳
理
事
長
が
「
ど
ん
な
困
難
に
も
本
校 

 

で
習
得
し
た
学
力
、
体
力
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
乗 

 

り
越
え
て
、
夢
を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
、 

 

来
賓
の
関
範
夫
豊
田
市
産
業
部
長
が
「
こ
こ
で
学
ん
だ
技 

 

術
、
知
識
を
地
元
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
鈴
木
公 

 

平
市
長
の
祝
辞
を
代
読
し
ま
し
た
。
学
校
表
彰
、
外
部
団 

 

体
表
彰
の
後
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
高
度
情
報
処
理
学
科 

 

の
鈴
木
富
貴
君
が
、
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

 
 

卒
業
式
の
後
、
各
教
室
で
担
任
が
「
こ
れ
か
ら
の
人
生 

 

で
は
、
甘
え
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」 

 

と
激
励
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
を
渡
し
て
握 

 

手
し
、
卒
業
を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
学
内 

 

や
正
面
玄
関
前
で
互
い
に
記
念
写
真
を
撮
り
合
い
、
別
れ 

 

を
惜
し
ん
で
い
ま
し 

 

た
。 

 
 

同
校
に
よ
る
と
、 

 

平
成
二
十
年
度
卒
業 

 

生
の
就
職
率
は
、
ほ 

 

ぼ
百
％
と
い
う
こ
と 

 

で
し
た
。 

卒業生を代表して謝辞を述べる高度 

報処理学科の鈴木富貴君 

 

◎
…
三
月
十
七
日
、
四
階
講 

 

義
室
で
行
わ
れ
、
白
岩
義
夫 

 

学
校
長
が
五
十
八
人
の
卒
業 

 

生
を
代
表
し
て
高
度
情
報
処 

 

理
学
科
の
伊
藤
晃
矩
君
に
卒 

 

業
証
書
を
授
与
し
「
工
夫
の 

 

精
神
を
も
っ
て
何
事
に
も
取 

 
り
組
み
、
周
り
の
人
を
お
も 

 
ん
ば
か
る
心
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

 

ー
シ
ョ
ン
を
養
っ
て
く
だ
さ 

 

い
」
と
、
式
辞
を
述
べ
ま
し 

卒業式後、担任から祝福

の言葉をかけられる卒業

生（右） 

感謝を込めて恩師に花束贈る 

 

体
と
心
を
つ
く
り
、
高
い
目 

 

標
に
向
か
っ
て
、
研
さ
ん
を 

 

積
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞 

 

を
述
べ
、
後
藤
淳
理
事
長
が 

 

「
皆
さ
ん
が
今
後
、
い
ろ
い 

 

ろ
な
方
向
に
進
み
、
才
能
を 

 

伸
ば
し
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と 

 

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
激
励 

 

し
ま
し
た
。 

 
 

成
績
優
良
者
ら
の
表
彰
に 

 

続
い
て
、
卒
業
生
を
代
表
し 

 

浦
野
寛
崇
君
が
答
辞
を
述
べ 

 

「
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に 

 

し
て
く
だ
さ
」
と
、
後
輩
に 

 

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
後
、
教
職
員
、
保
護 

 

者
の
大
き
な
拍
手
の
中
、
式 

 

場
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 
 

各
教
室
で
は
、
卒
業
証
書 

 

を
手
渡
さ
れ
た
卒
業
生
が
、 

 

「
長
い
間
、
あ
り
が
と
う
ご 

 

ざ
い
ま
し
た
」
と
、
恩
師
に 

 

花
束
を
贈
る
な
ど
し
て
い
ま 

 

し
た
。 

◎
…
三
月
十
八
日
、
名 

電
高
校
講
堂
兼
体
育
館 

の
喬
徳
館
で
行
わ
れ
、 

九
十
九
人
に
卒
業
証
書 

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
式 

で
は
、
横
地
徹
校
長
が 

卒
業
生
代
表
の
浅
井
大 

史
君
に
卒
業
証
書
を
授 

与
し
た
後
、
「
健
康
な 

教え子から花束を贈られ、顔をほ

ころばせる先生 

愛
工
大
附
属
中
学
校 

学 園 だ よ り 
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歓 迎 

入学式 

愛
工
大
附
属
中
学
校 

 

 

◎
…
四
月
一
日
、
講
堂
兼
体
育
館
の
鉀
徳
館
で

行
わ
れ
、
広
い
館
内
を
埋
め
た
入
学
者
と
保
護
者

の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

入
学
生
、
保
護
者
が
式
場
を
埋
め
る

 

愛
工
大
管
弦
楽
団
に 

よ
る
「
祝
典
行
進
曲
」 

の
演
奏
で
始
ま
っ
た
式 

典
で
、
後
藤
泰
之
学
長 

が
「
本
学
に
は
五
十
年 

で
培
っ
た
、
膨
大
な
学 

識
や
技
術
の
蓄
積
が
あ 

り
、
皆
さ
ん
の
潜
在
能 

力
が
十
二
分
に
発
揮
さ 

れ
る
よ
う
に
、
教
職
員 

一
同
、
全
力
で
サ
ポ
ー 

ト
し
ま
す
」
と
式
辞
を 

述
べ
、
後
藤
淳
理
事
長 

も
「
学
園
は
、
次
の
時 

代
を
に
ら
ん
だ
新
し
い 

 

施
設
の
建
設
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
こ
の
恵 

 

ま
れ
た
教
育
環
境
の
中
で
、
勉
学
等
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、 

 

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
新
入
生
を
代
表
し
、
工
学
部
機
械
学
科
機 

 

械
創
造
工
学
専
攻
の
橋
内
諒
君
が
「
勉
学
に
精
励
し
、
本
学
の
学 

 

生
た
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
学
生
と
し
て
の
本
分
を
全
う
す
る
こ 

 

と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
宣
誓
し
ま
し
た
。 

 
 

四
月
か
ら
工
学
部
、
経
営
学
部
、
情
報
科
学
部
の
三
学
部
体
制 

 

と
な
っ
た
本
年
度
の
入
学
生
は
学
部
、
大
学
院
、
編
入
学
合
わ
せ 

 

千
六
百
五
十
七
人
で
、
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。
広
い
鉀
徳
館 

 

も
、
新
入
生
と
保
護
者
で
埋
ま
り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 

式
後
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
各
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク
ル
の
部
員 

 

が
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
勧
誘
を
繰
り
広
げ
、
新
入
生
を
歓
迎
し
て 

 

い
ま
し
た
。
（
写
真
は
、
新
入
生
、
保
護
者
で
埋
ま
っ
た
式
場
） 

愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校 

 
 

◎
…
四
月
八
日
、
同
校
四 

 

階
の
講
義
室
で
行
わ
れ
、
国 

 

歌
斉
唱
の
後
、
白
岩
義
夫
学 

 

校
長
が
「
本
校
の
掲
げ
る
教 

 

育
目
標
を
達
成
し
産
業
界
の 

 

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、 

 

自
覚
を
も
っ
て
意
欲
的
に
勉 

 

学
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と 

 

式
辞
を
述
べ
、
後
藤
淳
理
事 

 

長
が
「
勉
学
は
も
と
よ
り
、 

 

心
と
体
を
鍛
え
、
友
情
を
育 

 

み
、
実
り
豊
か
な
学
生
生
活 

 

を
、
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
」 

 

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 
 

来
賓
の
関
範
夫
豊
田
市
産 

 

業
部
長
が
、
市
長
の
祝
辞
を 

 

代
読
し
、
情
報
工
学
科
の
林 

 

俊
博
君
が
五
学
科
合
わ
せ
八 

 

十
八
人
の
新
入
生
を
代
表
し 

 
て
、
「
本
校
の
建
学
の
精
神 

 
を
わ
き
ま
え
て
、
学
則
を
守 

 

り
勉
学
に
励
み
ま
す
」
と
誓 

 

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

緊張した面持ちで式に臨む新入

生 

愛工大 

愛工大名電高校 

 
 
 

 

◎
…
四
月
六
日
、
講 

 
 
 

堂
兼
体
育
館
の
喬
徳
館 

 
 
 

で
開
か
れ
ま
し
た
。
吹 

 
 
 

奏
楽
部
の
華
や
か
な
演 

 
 
 

奏
に
迎
え
ら
れ
入
場
し 

 
 
 

た
新
入
生
六
百
二
十
八 

 
 
 

人
に
、
佐
藤
忍
校
長
が 

 
 
 

入
学
許
可
宣
言
を
し
た 

 

後
、
「
新
入
生
の
皆
さ
ん
に 

 

①
自
律
の
心
を
養
う
②
人
を 

 

思
い
や
る
心
を
育
て
る
③
知 

 

力
・
体
力
を
培
う
―
の
三
つ 

 

を
お
願
い
し
た
い
」
と
式
辞 

 

を
述
べ
、
後
藤
淳
理
事
長
が 

 

「
未
来
の
夢
を
つ
か
む
た
め 

 

に
知
識
、
技
術
を
学
び
、
さ 

 

ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化 

 

活
動
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」 

 

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 
 

新
入
生
を
代
表
し
、
普
通 

 
科
の
五
十
川
雄
大
君
が
「
校 

 
則
を
守
り
、
勉
学
に
ク
ラ
ブ 

 

活
動
に
精
い
っ
ぱ
い
努
力
し 

 

ま
す
」
と
宣
誓
、
式
を
終
え 

 

ま
し
た
。 

 

講堂兼体育館の喬徳館で華やかに行

われた入学式 

 
 

◎
…
四
月
六
日
、
名
電
高 

 

校
の
講
堂
兼
体
育
館
・
喬
徳 

 

 

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
入 

 

生
百
四
十
四
人
を
前
に
横
地 

 
 

 

徹
校
長
が
、
「
皆
さ
ん
が
仲 

 

間
と
楽
し
く
、
仲
の
良
い
学 

 

校
生
活
を
送
り
、
学
習
や
運 

 

動
に
励
み
、
心
と
体
を
バ
ラ 

 

ン
ス
よ
く
鍛
え
優
秀
な
資
質 

 

を
成
長
さ
せ
る
こ
と
を
期
待 

 

し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述 

 

べ
、
後
藤
淳
理
事
長
が
「
さ 

 

ま
ざ
ま
な
知
識
、
も
の
を
吸 

 

収
し
、
中
学
生
活
を
楽
し
く 

 

充
実
し
た
も
の
に
し
て
く
だ 

 

さ
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま 

 

し
た
。 

 
 

新
入
生
を
代
表
し
國
吉
政 

 

宏
君
が
、
「
校
訓
の
誠
実
、 

 

勤
勉
の
教
え
に
従
い
勉
学
に 

努
め
、
部 

活
動
に
励 

み
ま
す
」 

と
宣
誓
し 

ま
し
た
。 

 

（
写
真 

は
、
宣
誓 

す
る
國
吉 

政
宏
君
） 

学 園 だ よ り 



ＡＣＥの山本歩輝君が文部 

科学大臣・個人賞を受賞 

 

愛
工
大
情
報
電
子
専
門
学
校
の
情
報
工
学
科
コ
ン
ピ
ュ 

ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
一
年
山
本
歩
輝
君
が
三
月
、
画
像 

情
報
教
育
振
興
協
会
の
文
部
科
学
大
臣
賞
・
個
人
賞
を
受 

賞
し
ま
し
た
。 

 

同
協
会
は
前
年
度
か
ら
実
施
す
る
検
定
で
、
個
人
、
団 

 

東
映
な
ど
）
の
持
つ
日
本
プ 

 

ロ
野
球
最
多
安
打
記
録
（
三 

 

千
八
十
五
本
）
を
抜
き
ま
し 

 

た
。 

 
 

母
校
の
同
校
は
「
生
徒
ら 

 

の
励
み
に
な
れ
ば
」
と
、
正 

 

門
玄
関
前
の
時
計
塔
に
「
祝 

 

イ
チ
ロ
ー
選
手
日
本
新
記
録 

 

お
め
で
と
う
」
と
、
書
か
れ 

 

た
高
さ
約
十
㍍
の
垂
れ
幕
を 

 

か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
玄
関 

 

ロ
ビ
ー
に
も
、
紙
に
書
い
た 

 

手
作
り
の
「
イ
チ
ロ
ー
先
輩 

 

日
本
新
記
録
お
め
で
と
う
」 

 

を
飾
り
、
新
記
録
達
成
を
祝 

 

福
し
ま
し
た
。 

 
 

イ
チ
ロ
ー
選
手
は
平
成
元 

 

年
、
名
電
高
校
に
入
り
、
野 

 

球
部
員
と
し
て
活
躍
し
、
春 

 

と
夏
の
二
度
、
甲
子
園
に
出 

 

場
し
て
い
ま
す
。 

 

名
電
高
校
の
吉
田
圭
佑
君
が
高

校
相
撲
界
最
高
峰
の
『
日
本
相

撲
連
盟
優
秀
個
人
賞
』
を
受
賞 

 

名
電
高
校
相
撲
部
の
吉
田
圭
佑 

君
（
普
通
科
三
年
）
が
、
三
月
、 

日
本
相
撲
連
盟
の
「
平
成
二
十
年 

度
優
秀
個
人
賞
」
を
受
賞
し
ま
し 

た
。
優
秀
個
人
賞
は
、
各
相
撲
界 

の
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
人
た
ち
に
贈 

ら
れ
ま
す
。 

 

吉
田
君
は
、
昨
年
の
七
月
二
十
九
日
～
三
十
一
日
、
埼
玉
県
秩
父 

市
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
「
平
成
二
十
年
度
全
国
高
校
総 

体
相
撲
競
技
大
会
」
の
個
人
戦
で
優
勝
、
〝
高
校
生
横
綱
〟
に
輝
き 

ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
含
む
各
大
会
で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
―
と 

し
て
、
日
本
相
撲
連
盟
優
秀
個
人
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

吉
田
君
は
小
学
生
か
ら
相
撲
を
始
め
て
お
り
、
今
回
の
優
秀
個
人 

賞
受
賞
に
「
あ
こ
が
れ
の
賞
だ
っ
た
の
で
、
う
れ
し
い
で
す
」
と
話 

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
相
撲
部
の
主
将
を
務
め
て
い
ま
す
。 

 
 

【
写
真
は
「
平
成
二
十
年
度
優
秀
個
人
賞
」
受
賞
の
吉
田
圭
佑
君
】 

体
の
成
績
優
秀
者
に
対 

し
て
文
部
科
学
大
臣
賞 

を
新
設
し
ま
し
た
。
山 

本
君
は
、
文
科
省
後
援 

後
期
Ｃ
Ｇ
ク
リ
エ
ー
タ 

ー
検
定
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ 

ン
部
門
３
級
と
デ
ィ
ジ 

タ
ル
映
像
部
門
３
級
を 

 

 

 研究、学生指導などで大学の発展に寄 

与した教職員に贈られる平成20年度「学 

長賞」に、鈴木達夫学長補佐・経営学部 

経営学科教授、成田国朝工学部都市環境 

学科教授、山田英介教学センター長・工 

学部応用化学科教授の3氏が､選ばれまし 

た。 

 鈴木教授は経営情報科学部長、本山キ 

ャンパス長等を務め、大学の基盤的体制の整備、オープンカレッジ開 

催など地域貢献に寄与。成田教授は学生支援本部教学センター長を務 

め、カリキュラム改革、シラバスの整備、学生支援体制の整備等に貢 

献。また、山田教授は長年、高分子化学の研究に携わり研究成果を挙 

げるとともに、日本接着学会副会長なども務め、学会関係の発展にも 

貢献しました。 

 表彰式は4月1日、八草キャンパス内の10号館で開かれた年度初め式 

の中で行われ、後藤泰之学長が鈴木教授ら3氏の表彰者と業績を紹介 

し､一人ひとりに学長賞と記念品を贈りました。 

 【写真は、学長賞受賞を記念して後藤泰之学長（前列右から３人目）ら大学幹部 

と記念写真に収まる、成田教授、鈴木教授、山田教授の３氏（前列右から）】 

３教授に「平成２０年度学長賞」 

 

受
検
、
い
ず
れ
も
最
高
点
に 

 

輝
き
、
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
部 

 

門
３
級
で
個
人
賞
に
選
ば
れ 

 

ま
し
た
。 

 
 

山
本
君
は
三
月
二
十
六
日 

 

に
東
京
の
画
像
情
報
教
育
振 

 

興
協
会
で
行
わ
れ
た
表
彰
式 

 

に
出
席
、
表
彰
を
受
け
ま
し 

 

た
。 

 

【
写
真
は
、
表
彰
状
を
手
に 

 

し
た
山
本
歩
輝
君
】 

 
 

名
電
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で 

 

米
大
リ
ー
グ
、
シ
ア
ト
ル
マ 

 

リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
（
本 

 

名
・
鈴
木
一
朗
）
選
手
が
四 

 
月
十
六
日
（
日
本
時
間
十
七 

 

日
）
、
エ
ン
ゼ
ル
ス
戦
で
安 

 

打
を
放
ち
、
張
本
勲
氏
（
元 

名

電

高

が

イ

チ

ロ
ー
選
手
の
偉
業

を
称
え
る
垂
れ
幕 

イチロー 

 選手 

イチロー外野手の新記録達成を祝う「日本新記録

おめでとう」が飾られた高校の正面玄関ロビー 

（11）平成21年6月19日 第136号 
学 園 だ よ り 



平成21年6月19日（12） 学 園 だ よ り 第136号 

 

編
集
後
記 

 

▼
も
の
づ
く
り
の
人
材
育
成

を
柱
と
す
る
愛
工
大
は
今
年
、

開
学
し
て
か
ら
半
世
紀
を
迎
え

ま
し
た
▼
も
の
づ
く
り
は
、
後

藤
淳
学
園
理
事
長
、
後
藤
泰
之

学
長
も
、
折
に
触
れ
て
、
口
に

し
て
い
ま
す
▼
理
事
長
が
「
資

源
の
な
い
日
本
に
欠
か
せ
な
い

の
は
も
の
づ
く
り
―
技
術
の
力

で
あ
る
」
、
学
長
が
「
も
の
づ

く
り
を
柱
に
、
人
の
痛
み
の
分

か
る
人
間
性
溢
れ
た
、
豊
か
な

技
術
者
を
育
て
た
い
」
と
、
話

し
て
い
る
の
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
▼
編
集
子
も
、
も

の
づ
く
り
と
い
う
温
か
い
言
葉

と
響
き
は
大
好
き
で
す
。
世
界

不
況
の
中
で
、
景
気
回
復
の
カ

ギ
の
一
つ
は
、
新
し
い
モ
ノ
を

産
み
出
す
、
も
の
づ
く
り
に
あ

り
ま
す
▼
現
実
は
と
言
う
と
、

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
産
業
の

空
洞
化
が
日
本
で
も
進
展
▼
そ

の
結
果
、
経
済
再
生
で
不
可
欠

の
、
も
の
づ
く
り
を
支
え
て
き

た
製
造
業
な
ど
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
ま
す
▼
も
の
づ
く
り

の
生
き
た
教
育
の
た
め
な
ら
、

映
画
ま
で
つ
く
っ
て
し
ま
う
と

い
う
本
学
▼
こ
の
恵
ま
れ
た
中

で
学
ぶ
生
徒
、
学
生
に
は
、
も

の
づ
く
り
の
継
承
者
と
し
て
、

そ
の
精
神
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
久
） 

チャレンジ 
  技術と練習の成果を競い合う 

ロボカップジュニア東海ブロック大会 

  チームワークと技術力を競い合う 

名電高校ロボット、合唱コンクール 
  

 

一
年
生
に
よ
る 

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
ク 

ー
ル
と
合
唱
コ
ン 

ク
ー
ル
が
二
月
十 

九
日
、
名
電
高
校 

講
堂
兼
体
育
館
・ 

喬
徳
館
、
武
道
場 

二
階
で
行
わ
れ
、 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や 

技
術
力
を
競
い
合 

い
ま
し
た
。 

 

《
初
の
試
み
の 

 

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン 

 

ク
ー
ル
》 

 

専
門
学
科
生
徒 

 

が
対
象
で
、
工
業
技
術
基
礎 

 

の
授
業
で
作
っ
た
セ
ン
サ
ー 

 

ロ
ボ
ッ
ト
を
決
め
ら
れ
た
コ 

 

ー
ス
上
を
走
ら
せ
、
ゴ
ー
ル 

 

ま
で
の
タ
イ
ム
を
争
い
ま
し 

 

た
。
五
ク
ラ
ス
か
ら
各
四
チ 

 

ー
ム
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た 

 

ロ
ボ
ッ
ト
を
出
し
、
二
チ
ー 

 

ム
ず
つ
対
戦
し
ま
し
た
。
ス 

 

ム
ー
ス
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る 

 

と
思
え
ば
、
最
初
か
ら
エ
ン 

 

ス
ト
や
逆
走
す
る
ロ
ボ
ッ
ト 

 

あ
り
と
、
会
場
を
沸
か
せ
て 

 

い
ま
し
た
。 

 
 

《
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
》 

 
 

普
通
科
生
徒
が
参
加
。
授 

 

業
で
学
ん
だ
ク
ラ
ス
合
唱
の 

 

成
果
を
競
い
合
お
う
と
三
年 

 

前
か
ら
始
め
ま
し
た
。
指
揮 

 

や
伴
奏
も
、
全
て
生
徒
の
手 

 

づ
く
り
で
行
う
コ
ン
ク
ー
ル 

 

で
す
。 

 
 

会
場
の
喬
徳
館
に
は
、
普 

 

通
科
の
各
ク
ラ
ス
生
徒
、
教 

 

員
が
参
加
し
、
Ｃ
組
の
「
心 

 

の
瞳
」
か
ら
始
ま
っ
た
合
唱 

 

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
合
唱 

 

に
は
、
ク
ラ
ス
全
員
が
壇
上 

 

に
立
ち
、
練
習
の
成
果
を
館 

 

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ 

ジ
ュ
ニ
ア
東
海
ブ 

ロ
ッ
ク
大
会
」
が 

三
月
二
十
日
、
愛 

工
大
八
草
キ
ャ
ン 

パ
ス
の
講
堂
兼
体 

育
館
・
鉀
徳
館
で 

開
か
れ
ま
し
た 

 

た
。 

 
 

大
会
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
チ 

 

ャ
レ
ン
ジ
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ャ 

 

レ
ン
ジ
、
ダ
ン
ス
チ
ャ
レ
ン 

 

ジ
の
三
競
技
を
同
時
に
行
い 

 

ま
し
た
。
愛
知
、
岐
阜
、
静 

 

岡
、
三
重
、
静
岡
、
長
野
の 

 

各
地
区
大
会
を
勝
ち
上
が
っ 

て
き
た
小
学
生
か
ら
高 

校
生
ま
で
の
合
わ
せ
て 

六
十
八
チ
ー
ム
、
約
二 

百
人
が
出
場
。
参
加
三 

十
チ
ー
ム
と
出
場
数
が 

最
も
多
か
っ
た
サ
ッ
カ 

ー
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
同 

士
が
白
熱
し
た
戦
い
を 

繰
り
広
げ
、
観
客
を
楽 

し
ま
せ
ま
し
た
。 

ロボットの動きを見

守る生徒 

内
狭
し 

と
、
響 

か
せ
て 

い
ま
し 

た
。
ま 

た
、
教 

職
員
も 

歌
声
を 

披
露
し 

て
い
ま 

し
た
。 

 

サッカーチャレンジ競技 

生徒手作りの合唱唱コンクール 

     総会・講演会開催 

  学園の支援組織・学校法人名古屋電 

 気学園愛名会の平成21年度総会・講演 

  会が5月15日､名古屋市中区栄の名古屋 

 東急ホテルで開かれました。 

  総会では神尾隆会長が「本 

 年度も学術、就職交流事業を 

 積極的に行っていきます」、 

 名誉会長の後藤淳理事長が 

 「厳しい経済状況ですが、今 

 後とも愛名会のご支援、ご協 

 力よろしくお願いします」と 

 それぞれあいさつ。この後、 

 総会前に開かれた理事会で承 

 認された平成21年度事業計画 

  や予算等の報告がありました。引き続き講演会が 

  行われ、講師の作曲家で東京音楽大教授の三枝成 

  彰氏が、「音楽から見た西洋と東洋」と題して、 

  西洋と日本の音楽の違いを楽譜、メッセージの有 

  無等を例に、わかりやすく話しました。 

愛名会 

 便り 

音楽への深い造詣で出

席者を魅了した三枝成

彰講師 


